I．土砂災害の仕組みは
土砂災害の主なのは３つある。それは：
i. 土石流：多量の岩石や土砂が流水によって運ばれることによって起きます。 特に大雨のあとに起きやすく、川底や山腹の斜面の地盤を 削って雪だるまのようにふくらみながら高速で下流を襲うので 住宅や田畑が壊滅状態になります。
ii. 崖崩れ：大雨が降り続いて地中に水がしみこむと土の抵抗力が弱くなり、 更に雨が降り続くことにより急激に斜面が崩れ落ちてしまう現象をいいます。 崩れ落ちるスピードが大変速いために、人家の近くなどで起きると たくさんの人が逃げ遅れて犠牲者がでます。
iii. 地滑り：比較的なだらかな斜面で起きやすく、 大雨の降った後などに斜面の一部あるいは全体が、滑りやすい地層などを 滑り面にしてゆっくりと滑り落ちる現象です。 非常に広い範囲に渡って大きな被害をもたらし、一旦起きると斜面の上の 家屋や樹木が倒壊したり田畑が壊滅的な打撃を受けてしまいます。 
参考：http://www.pref.nagasaki.jp/sabo/webpages/mpg.htm

II.年ごとの土砂災害の統計
	
	土石流
	土滑り
	崖崩れ
	死亡者数

	平成１６
	565
	461
	1511
	６１

	平成１７
	158
	173
	483
	27

	平成１８
	169
	215
	1057
	25

	
	
	
	
	


ソース：国土交通省　http://www.mlit.go.jp/river/sabo/link1351.htm
III.土砂災害の主な前兆現象：
i. 土石流：山鳴りがしたり、 急に川の流れが濁り流木が混ざったり、または 雨が降り続いているのに川の水位が下がったりする現象。
ii. 土滑り：沢や井戸の水が濁る・ 地面にひび割れができる・斜面から水がふき出す現象。
iii. 崖崩れ：がけに割れ目が見える・がけから水が湧き出ている・がけから小石がぱらぱらと落ちてくる現象。
そういうような現象があったら、土砂災害が起る可能性が高いである。 できるだけ早く周りの人と安全な場所に避難するとともに市、町など最寄の公的機関にご連絡するよう。
参考： http://www.pref.nagasaki.jp/sabo/webpages/zentyou.html
IV.土砂災害の対策
土砂災害の被害を最小限する方法としては砂防の法律を作る、砂防施設を立てる、または土砂災害に対する日頃の備えが必要になります。
　i.砂防三法： 砂防三法とは、砂防法（明治30年）、地すべり等防止法（昭和33年）、急傾斜地の崩壊による災害の防止二関する法律（昭和44年）を総称して使っている言葉です。（正式名称ではありません）。砂防三法に基づき指定される区域は、土砂災害（土砂流出、土石流、地すべり、がけ崩れ）を起こす要因区域であり、切土、盛土などの行為が法律に基づき制限されています。
  これら指定区域で開発などを行う場合は、県知事の許可が必要となります。
　ii.砂防施設： 砂防とは「そのまま放置すれば危険のある土砂の流れを抑制、調整して、自然になじませながら、無害な土砂の流れにすること」なのです。そして、その目的は、「山を荒廃から守り、自然を保護しながら国土と人々の生活を守ること」なのです。 具体的には以下の施設が作られている。
· 砂防ダム：砂防ダムを造ると流れてくる土砂をためて、勾配がゆるくなります。 大雨などにより土砂が流れてきた場合、砂防ダムはさらに多くの土砂を一時的に貯めます。 一時的に砂防ダムに貯められた余分な土砂は、その後、徐々に下流へ流れ出します。
· 山腹工： 荒れた山の斜面に植林することにより、斜面の土砂が安定し、流出や崩壊の拡大を防ぐことができます。
· 床固工： 急流に階段状に設け、河川の勾配をゆるくし、水勢を弱める働きがあります。
· 護岸工：侵食された岸壁の土砂が下流に流出し、氾濫・決壊を起こさないよう岸壁を保護します。
· 鋼管杭工・深礎杭工 : すべり面を鋼管杭で貫いて、地すべり面が動かないように止めてしまいます。
· アンカー工： 斜面に、鉄の棒やワイヤーを入れ、地面が動かないように縫いつけてしまいます。
· 排土工・押さえ盛土工：　 斜面の、高地部分の土を取り除き、低地に盛土することで滑る力を弱めます
· 法枠工： 雨水などで風化しやすい法面に枠を組んで、その中を緑化したり、コンクリートを張ったりして保護します。
· 擁壁工： 雨水で斜面が崩れないように、コンクリートで擁壁をつくって守ります。
· 待受け式擁壁工： 斜面の下にコンクリートの壁とポケットをつくり、崩れた土砂を待受けて被害が出ないようにします。
  iii.土砂災害に対する日頃の備え
  1.気象情報や土砂災害に関する情報を正しく理解しておく。

２．危険な箇所を調べておく。

３．普段から家族全員で避難場所や避難路、避難方法を確認しておく。

４．非常時持出品を準備しておく。ラジオや携帯も。
*豪雨がき場合。
１． 土砂災害の多くは雨が原因で起こります。1時間に20ミリ以上、または降りはじめから100ミリ以上の降雨量になったら、十分な注意が必要である。
２． 台風や雨量の情報、周囲の前兆現象など、異変を発見したら早めに避難する。
参考： http://www.pref.nagasaki.jp/sabo/webpages/saboutte.htm
　
